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Thepurposesofthispaperisl）todeveloplearningmaterialsfOrpromotingbetterfamilycommunication

fOrhomeeconomicsclassinelementaryschools,ａｎｄ２）toexaminetheeffectsofthelessonfbrelementary

schoolpupilsintheactualclass・

Forthesepurposes，ｌ）wedistributedaquestionnaireofscientificrecognitionfOrlife,livingskiUsand

valuerecognition，before/aftertheactuallessononfamilycommunicationinhomeeconomicsclassesinthe

ElementarySchoolattachedtotheFacultyofEducation,ＫｕｍａｍｏｔｏUniversity,ａｎｄ２)compareddescriptions

fmmpupilsbetweenbefOreandaftertheclass・

TheresultsareasfOllows：ｌ)wedevelopedthelearningmaterialtitled，“Let1sthinkaboutrelationships

betweenyouandyourfamily,”ｗｈｉｃｈａｉｍｅｄｔｏｌｅａｒｎｌｉｆｅｓｋｉｌｌｓａｓｌivingproblemsolutionskillsonfamily

communication2）Descriptionsfi.ompupilsonfamilyrelationshipsasthescientificrecognitionfOrlife，

increasedaftertheclassmorethanbefOretheclass，fOrexamples，“Weshoulddiscussorconductfi･oma

standpointofotherfamiliestobuildgoodrelationshipswithourfamily,”ａｎｄｓｏｏｎ３）Accordingto

descriptionsfrompupilsonlivingskillsofftlmilyrelationships,manypupilscouldrecognizeanddescribehow

tocommunicateproperlywiththeirfamily4)Wecouldnotobservethedifferencesbetweendescriptionsfrom

pupilsonvaluerecognitionbefOreandaftertheclassonastatisticallysignificantleveL

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：practiceoflesson,ｆａｍｉｌｙcommunication,homeeconomicseducation,elementaryschooLlife
skills

本研究に先立ち，森田は，小．中．高校生の家族と

のコミュニケーションの実態を把握するために「小．

中・高校生における家族とのコミュニケーションに関

する調査」（2007）を行った2)．この調査によれば，

家族とのコミュニケーションの中心的役割を果たす会

話（言語によるコミュニケーション）は，あい苔つな

どの言葉かけ，学校での出来事を話すなどの情報交換

等において，小学生が父親や母親との会話をする頻度

が高く，小学校．中学校．高校と学校段階や学年が上

がるにつれて，その頻度は低下する．

１．はじめに

よりよい人間関係を築くためにコミュニケーション

スキルを身に付けることは現代的教育課題の１つであ

る．従来，家庭科では衣食住生活に関する授業が中心

であったとくに，小学校家庭科では家庭における人

間関係である家族関係を扱う授業は少なかった．家庭

科に求められる社会的要請の変化を受けて，今後，小

学校家庭科においても，家族とのコミュニケーション

スキルを高める授業実践が求められている'１．
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２ 八幡（谷口）彩子・森田阿沙美・'亘松真穂子

家族と一緒に行う行動についても，１１.学・高校生よ

り小学生の方が家族と一緒に行動する頻度が多かっ

た．

また，家族との意見の調整が必要となるいくつかの

生活場面での対応の仕方については，自分の意見を押

し通すよりも，相手と話し合って決めるという回答が

小学生に多く，家族との話し合いへの志向は，中学・

高校生より小学生の方が高かった．

これらのことから，小学生の時期は，中学・高校生

の時期よりも，家族とのコミュニケーションをとりや

すい時期であるといえる．家族とのコミュニケーショ

ンが低下する前の小学校５．６年生の時期に自分と家

族との関係のあり方について考える機会を設けること

は発達段階と時機にふさわしい題材であると考える．

そこで，本稿では小学校５．６年生の発達段階を考

慮した家庭科における家族とのよりよいコミュニケー

ションを促進するための題材を開発し実地授業を通

してその導入の可能性について検討する．

本授業実践の目的は，①小学校５．６年生の発達段階

に応じた，家庭科における家族とのよりよいコミュニ

ケーションを促進するための題材を開発すること，②

実地授業を通して，①で開発した題材を小学校家庭科

で行うことの効果について検討すること，の２点であ

る．

2．研究方法

(1)題材開発の観点

本授業実践では，家庭科における家族とのよりよい

コミュニケーションを促進するための題材を開発する

にあたって，中間の提唱する「生活技能・生活の科学

的認識（事実認識）・生活の価値認識」による生活問

題解決スキルとしてのライフスキル3)の習得を目指す．

すでに，八l幡・恒松は中間が提唱する「生活問題解

決スキルとしてのライフスキル」という観点に立った

授業分析研究を進めているところである4１．中間の生

活問題解決スキルとしてのライフスキルの観点に立て

ば，人間関係スキルとしてのコミュニケーションスキ

ルには，単に言葉かけの方法などの「生活技能」の習

得だけではなく，「生活の科学的認識（事実認識)」

｢生活の価値認識」と一体となったコミュニケーショ

ンスキルの習得が不可欠である．本授業実践でめざし

た家族とのコミュニケーションスキル育成の達成内容

は以下の通りである．

①生活技能：よりよい家族関係を築くために適切な

言動ができる．

②生活の科学的認識（事実認識）：よりよい家族関

係を築くために自分がどのような言動をすればよい

表Ｌ小学校および中学校学習指導要領（2008）における

家族とのコミュニケーションに関する学習内容

１．２年 ３．４年 ５．６年 中学１．２．３年

家
庭
科

内容Ａ（１）ア自分の成長を自覚すること

を通して､家庭生活と家族の大切さに気付

くこと ｡

内容Ａ（２）ア家庭には自分や家族の生活

を支える仕事があることが分かり、分担す

る仕事できること。

内容Ａ（２）イ生活時間の有効な使い方を

工夫し、家族に醤力すること。

内容Ａ（１）ア自分の成長と家族や家庭生

活とのかかわりについて考えること。

内容Ａ（２）ア家庭や家族の基本的な機能

と、家庭生活と地域とのかかわりについて

理解すること。

イこれからの自分と家族とのかかわり

に関心をもち､家族関係をよりよくする方

法を考えること。

生
活
科

内容（２）家庭生活を支えている家族のこと

や自分でできることなどについて考え、自

分の役割を積極的に果たすことができる。

内容（９）自分の成長を摂り返り、多くの人々

の支えにより自分が大きくなったこと、自

分でできるようになったこと、役割が増え

たことなどが分かり、これまでの生活や成

長を支えてくれた人々に感謝の気持ちを

もつとともに、これからの成長への願いを

もって､意欲的に生活することができるよ

うにする。

道
徳

内容２（４）日ごろ世話になっている人々に

態31Iする。

内容４（２）父母、祖父母を敬愛し、進んで

家の手伝いなどをして､家族の役に立つ喜

ぴを知る。

内容２（４）生活を支えている人々や高齢者

に、尊敬と感謝の気持ちをもって接する。

内容４（３）父母、祖父母を敬愛し、家族み

んなで懐力し合って楽しい家庭をつくる。

内容２（５）日々の生活が人倉の支え合いや

助け合いで成り立っていることに感謝し、

それにこたえる。

内容４（５）父母、祖父母を敬愛し、家旗の

幸せを求めて、進んで役に立つことをす

。｡

内容２(6)多くの人々の善意や支えにより、

日々の生活や現在の自分があることの態

謝し、それにこたえる。

内容４（４）自己が所属する揮々な集団の意

義についての理解を深め､役割と寅任を自

党し蕊団生活の向上に努める。

内容４（６）父母や、祖父母に敬愛の念を裸

め､家族の一員としての自覚をもって充実

した家庭生活を築く。



３家族コミュニケーションの授業実践

後同一）

②生活の価値認識について

生活の価値認識を把握するために授業の前と後の

アンケートでは，「家族はあたたかい感じがする」「家

庭の中では家族が自由に意見を言える」「家族に何で

も相談できる」「家族と励まし合うことができる」「家

族に悪いことをした時謝ることができる」「家族にあ

りがとうと言うことができる」「家族のいいところを

ほめることができる」の７項目について，「とてもそ

う思う」「まあまあそう思う」「あまりそう思わない」

｢まったくそう思わない」の４つの中から１つを選択し

てもらった（授業前後同一）

③生活技能について

実地授業後のアンケートでは，生活技能に関して，

以下の問題を設定した．

弟がすでに本を読み終わり，私はまだ読んでいる途

中に「お兄ちゃん，もう読み終わったんだけどか

えてくれない？」と頼まれたときの私の言動と，その

ような対応をした理由とをあわせて答えてもらった．

力図わかる．

③生活の価値認識：家族（と良好なコミュニケー

ションを行うこと）のよさに気づく

この３つの習得をめざした題材を開発する．

つぎに，小学校学習指導要領5)，中学校学習指導要

領6)では．各教科等において，家族とのコミュニケー

ションに関する学習がどのように系統づけられて記述

されているかを検討したその結果，表ｌに示すよう

に義務教育段階では道徳，家庭科，生活科におい

て，家族とのコミュニケーション（家庭生活を中心と

する人間生活における人と環境との相互作用（関係

性)）に関連する記述がみられたこれらをもとに，

家庭科という教科の独自性を考慮しつつ，他教科等と

の系統性を踏まえた題材を開発する．

(2)開発した題材における効果検証の方法

開発した題材は，実地授業を通してその有効性につ

いて検討するとともに実地授業を受けた児童にどの

ような効果がみられるのかについて。実地授業の前と

後に授業アンケートを行い，以下の手１１頂で分析する

①授業アンケートは本研究で目指す生活問題解決

スキルの「生活の科学的認識（事実認識)」「生活の価

値認識」「生活技能」に関する内容で構成する．実地

授業前のアンケートでは，子どもたちの実態について

把握するために「生活の科学的認識（事実認識)」と

｢生活の価値認識」について尋ねた実地授業後のア

ンケートでは，実地授業前のアンケートの内容に「生

活技能」に関する質問を加えた

②「生活の科学的認識（事実認識)」「生活の価値認

識」については実地授業の前と後のアンケートで同

じ内容で回答してもらい，両者を比較検討することに

よって，実地授業の効果を検討する．

③本研究では，「生活技能」の習得状況を把握する

方法として，授業アンケートへの記載内容の分析，と

いう方法を用いた．コミュニケーションスキルが求め

られる具体的な場面を設定しそれに対してどのよう

に対応するのか，その対応をとる理由について記述す

ることにより，児童が「生活の科学的認識（事実認

識)」「生活の価値認識」をもとに適切な受け答えを

行っているのかについて分析する．

3．結果と考察

(1)開発した題材について

今回実地授業を行った題材「自分と家族の関係を考

えよう」の学習指導案について資料ｌに示している．

本題材は，本来，中学校技術・家庭（家庭分野）「内

容Ａ(2)イこれからの自分と家族とのかかわりに関

心をもち，関係をよりよくする方法を考えること」

で扱われている内容である本題材の実施に先立ち

筆者らが行った「小・中・高校生における家族とのコ

ミュニケーションに関する調査」からもわかるように

小学生や高校生と比較して，中学生の段階では，家族

とのコミュニケーションが図られにくくなる家族と

コミュニケーションが図られにくくなる前段階の小学

校５．６年生の時期に自分と家族との関係のあり方に

ついて考える機会を設けることは重要ではないかと考

える．そこで，中学校技術・家庭（家庭分野）「内容

A(2)イ」で扱われている題材を小学校家庭科で扱う

ことは可能であるか検討したい

本題材の目標は①よりよい家族関係を築くために

適切な関わり方ができる（生活の技能）②どのよう

にしたら，よりよい家族関係を築くことができるかわ

かる（知識・理解）の２点である本題材は，筆者

らがめざしている生活問題解決スキルとしてのライフ

スキルを育てることをめざしたものである．

(3)授業アンケートの内容

授業アンケートの内容は次の通りである．

①生活の科学的認識（事実認識）について

「家族が気持ちよく過ごすことが出来るためのポイ

ントは何だと思いますか？また，家族が気持ちよく過

ごすためにあなたにできることは何ですか？」という

自由記述の方式でアンケート記載を求めた（授業前

(2)実地授業について

実地授業は，2008年11月２６日（水）第６限目（4５
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し
て
、
｢
l
i
i
}
除
｣
｢
盤

理
縦
頓
」
と
鱒
え
た
児
r
i
f
が
３
５
名
と
大
変
多
か
っ
た
。
現
在
学
習
し
て
い
る
内
容
を
う
け
て
の
結
川
L
だ
と
思
わ
れ

る
。
「
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
言
励
を
す
る
」
と
い
っ
た
内
容
を
1
1
ﾄ
ﾞ
い
て
い
る
児
1
,
i
f
は
４
名
だ
っ
た
。
「
家
族
に
関
す

る
価
値
認
搬
に
つ
い
て
全
体
の
傾
向
を
見
る
と
、
「
家
族
に
あ
り
が
と
う
と
菌
う
こ
と
が
で
き
る
」
が
授
業
の
l
i
f
i
で
、

「
と
て
も
そ
う
思
う
」
と
答
え
て
割
合
が
、
７
５
０
％
と
i
i
P
l
i
<
、
「
家
族
は
あ
た
た
か
い
感
じ
が
す
る
」
が
「
と
て
も
そ

う
思
う
」
と
答
え
た
割
合
が
6
1
.
1
％
だ
っ
た
。
授
業
の
i
i
i
と
後
で
共
に
「
と
て
も
そ
う
思
う
と
」
答
え
た
割
合
が
低

か
っ
た
の
は
、
「
家
族
に
何
で
も
相
談
で
き
る
」
で
授
業
の
前
が
3
0
.
6
％
で
あ
っ
た
。

口戴泗譲州

(
3
)
指
導
観

日
ご
ろ
、
自
分
の
言
励
が
ど
れ
だ
け
彫
騨
を
与
え
て
い
る
か
気
づ
い
て
い
な
い
児
l
i
f
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
相
手
の
立
場
に
立
つ
こ
と
で
き
る
よ
う
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
う
。

ま
た
、
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
出
し
合
う
こ
と
で
、
家
族
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
は
何
が
大
切
な
の
か
考
え
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

題
材
の
目
標

○
よ
り
よ
い
家
族
関
係
を
築
く
た
め
に
適
切
な
関
わ
り
方
が
で
き
る
。
（
生
活
の
技
能
）

○
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、
よ
り
よ
い
家
族
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
る
。
（
知
繊
・
理
解
）

３

資
料
Ｌ
実
地
授
業
の
学
習
指
導
案時

学
習
内
容

観
点

１

(
本
時
）

○
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、
よ
り
よ
い
家
族
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
か
わ
か
る

０

知
識
・
理
解

２
○
よ
り
よ
い
家
族
関
係
を
き
づ
く
た
め
に
適
切
な
関
わ
り
方
が
で
き

る
。

生
活
の
技
能

展
Ｉ
)
Ⅱ

学
習
内
容

形
態

○
指
導
内
容
◇
支
援
内
容

評
価

伽
考

導
入

５
分

５
分

１
，
本
時
の

学
習
の
探

題
を
知
る

２
、
ロ
ー
ノ
レ

プ
レ
イ
を

す
る

３
，
家
族
の

気
持
ち
を

か
ん
が
え

る

一
斉

班

○
ど
の
よ
う
な
川
面
で
ど
の
よ
う
な
（
)
i
瑚
人
物
か
杷
l
A
l
さ
せ

る
｡

◇
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
ｊ
Ｍ
面
の
絵
を
礎
示
し
、
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
よ
う
に
す
る

○
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
。

◇
教
師
が
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
し
て
み
て
、
,
ば
欲
や
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
み
や
す
い
よ
う
に
す
る
。

◇
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
目
的
と
方
法
を
提
示
す
る
。

◇
ｉ
拙
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
役
に
な
り
き
る
こ
と
が
i
M
j
な
こ

と
を
強
鯛
す
る
。

○
自
分
の
班
で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
や
っ
て
み
る
。
波
ず
は
l
M
i
l
人

で
糾
1
御
を
し
て
j
ﾘ
[
で
や
っ
て
み
る
家
族
の
狐
持
ち
や
.
鼠
族

の
券
u
H
弧
に
つ
い
て
か
ん
が
え
る
。

、 ｜、〉 、｜ブイ行方川
絵ワク｜トロルレの

、

し お

展
D
M

１
５
分

１
５
分

５
分

４
，
ど
の
よ

フ
な
言
莱

や
態
度
が

家
族
み
ん

な
が
気
持

ち
よ
く
通

－
津

￣
す
こ
と

が
で
き
る

か
考
え
る
。

５
，
ア
ン
ケ

_
卜
に
答

え
る

個
班

一
斉

個

○
シ
ナ
リ
オ
の
続
き
を
考
え
さ
せ
る
。

◇
ま
ず
は
、
個
人
で
考
え
た
あ
と
に
班
で
出
し
合
う
よ
う
に
す

る
◎

○
考
え
た
シ
ナ
リ
オ
を
ｿ
ﾋ
ﾞ
炎
す
る
。

◇
班
で
考
え
た
シ
ナ
リ
オ
を
Ⅲ
板
に
貼
っ
て
示
す
。

○
本
当
に
家
族
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
酋
雄

か
け
か
考
え
る
。

○
ど
の
よ
う
な
言
莱
や
態
度
が
家
族
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
か
考
え
さ
せ
る
。

◇
わ
か
っ
た
と
索
i
i
:
[
に
応
え
る
ﾕ
I
F
が
よ
い
の
か
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
は
な
る
べ
く
や
る
と
努
力
す
る
の
が
良
い
の
か
。
自

分
の
状
態
を
伝
え
て
断
る
方
が
い
い
の
か
毯
騰
で
き
る
よ

う
に
な
げ
か
け
る
。

◇
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
言
1
l
i
l
l
の
大
切
に
気
付
か
せ
た
い
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
に
こ
た
え
る

ど
の
よ
う
に

し
た
ら
、
よ
り

よ
い
．
i
(
族
１
１
Ｍ

係
を
躯
く
こ

と
が
で
き
る

か
わ
か
る
。

ン一
ボド アケト



表
2
．
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
「
家
族
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
の
記
述
内
容

授
業
実
蹟
前

授
菜
実
践
俊

子
ど
も
の
鄭
県
の
2
己
述

（
お
)
手
伝
い
(
を
す
る
）
（
1
3
）

家
族
が
困
っ
て
い
る
崎
な
ど
大
図
巴
な
と
き
に
手
伝
う
（
１
）

手
伝
う
(
困
っ
て
い
る
と
き
､
疲
れ
て
い
る
と
き
）
（
１
）

積
極
的
に
お
手
伝
い
を
す
る
（
１
）

お
手
ｲ
鄙
､
を
進
ん
で
や
る
（
1
3
）

お
母
さ
A
ｸ
ﾞ
も
き
つ
い
か
ら
お
手
匠
糺
､
を
し
て
お
母
さ
A
,
を
腕
ﾅ
る
（
１
）

何
か
手
伝
化
､
を
す
る
(
進
ん
で
）
（
１
）

自
分
か
ら
進
ん
で
お
手
風
､
を
す
る
（
１
）

家
族
の
手
伝
化
､
を
す
る
（
１
）

自
ら
積
極
的
に
お
手
伝
い
を
す
る
（
１
）

家
の
中
の
手
伝
い
を
す
る
（
１
）

自
分
か
ら
進
ん
で
手
伝
い
を
す
る
（
１
）

櫛
璽
的
に
頼
ま
れ
た
こ
と
を
頼
ま
れ
な
く
て
も
手
伝
え

る
こ
と
な
ら
や
る
（
１
）

協
力
を
す
る
（
１
）

家
の
こ
と
を
す
る
（
１
）

家
の
仕
事
を
す
る
（
１
）

日
曜
は
家
卒
は
ほ
と
ん
ど
や
る
（
１
）

■
￣
つ
つ
－
－
－
￣
●
■
－
－
－
￣
￣
●
￣
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
⑪
￣
－
－
－
－
－
－
￣
●
－
－
￣
‐
Ｃ
Ｃ
Ｃ
￣
￣
ロ
ー
￣
－
－
■
－
￣
￣
－
●

言
わ
れ
な
く
て
も
で
き
る
こ
と
を
す
る
（
１
）

自
分
の
こ
と
は
な
る
べ
く
言
わ
れ
る
前
に
す
る
（
１
）

親
に
言
わ
れ
る
前
に
す
る
（
１
）

お
母
さ
ん
に
せ
わ
れ
る
廓
二
や
る
べ
き
＄
は
や
っ
て
お
く
（
１
）

－
－
￣
－
－
－
－
￣
￣
可
－
－
－
－
■
－
Ｃ
－
Ｃ
￣
●
￣
Ｃ
￣

自
己
中
心
ﾛ
《
P
な
行
動
盾
：
と
ら
な
い
（
１
）

気
持
ち
を
考
え
る
（
１
）

相
手
が
ど
う
思
う
か
考
え
て
し
ゃ
べ
る
(
1
)

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
（
１
）

相
手
の
心
情
を
考
え
る
（
１
）

家
族
の
思
い
を
思
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
優
先
す
る

(
手
伝
鼬
､
な
ど
）
（
１
）

相
手
の
気
I
鵜
を
考
え
て
言
葉
を
言
っ
た
り
行
動
す
る
（
１
）

思
い
や
り
を
持
っ
て
行
動
す
る
（
１
）

相
手
の
こ
と
を
考
え
て
臆
す
（
１
）

家
族
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る
（
１
）

い
わ
れ
た
人
が
気
を
通
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
､
相
手

の
事
を
考
え
て
物
W
Z
を
や
り
と
げ
る
(
1
)

相
手
の
こ
と
を
考
え
る
（
１
）

嬢
り
合
う
（
１
）

し
●
￣
￣
￣
￣
－
－
･
Ｃ
－
－
－
－
－
－
－
－
■
－
－
－

あ
い
さ
つ
(
挨
拶
を
す
る
）
（
５
）

き
ち
ん
と
挨
拶
を
す
る
（
１
）

あ
り
が
と
う
を
で
き
る
だ
け
首
う
（
１
）

あ
り
が
と
う
な
ど
の
営
葉
を
き
ち
ん
と
言
う
（
１
）

い
け
な
い
こ
と
を
し
た
ら
蝋
る
（
１
）

授
菓
実
践
前

授
業
実
践
後

子
ど
も
の
実
際
の
妃
述

酋
葉
趣
､
を
大
切
に
す
る
（
１
）

目
薬
遣
い
（
２
）

言
い
方
（
１
）

や
さ
し
く
冨
葉
を
か
け
る
（
１
）

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
-
二
二
-
-

8
舌
す
（
２
）

み
ん
な
で
賭
す
（
１
）

血
な
こ
と
力
筋
れ
ぱ
甘
っ
て
す
っ
き
り
し
て
楽
し
く
過
ご
す
（
１
）

返
事
を
す
る
（
１
）

倉
わ
れ
た
申
を
き
ち
ん
と
ﾛ
Ⅸ
そ
し
て
き
ち
ん
と
首
月
匿
遍
す
（
１
）

■
■
－
－
－
￣
－
－
－
－
￣
●
Ｃ
Ｃ
Ｃ
－
Ｃ
￣
￣
－
－
－
－
－
－
￣
￣
■
－
－
－
－
￣
－
￣
－
－

お
母
さ
ん
の
首
う
こ
と
を
I
H
I
〈
（
１
）

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
箇
う
こ
と
を
聞
く
（
１
）

■
わ
れ
た
こ
と
a
わ
れ
て
い
な
し
､
こ
と
を
日
で
も
素
麺
ﾆ
す
る
（
１
）

言
わ
れ
た
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
（
１
）

言
わ
れ
た
こ
と
を
－
番
に
す
る
（
１
）

家
族
に
頼
ま
れ
た
ら
言
う
こ
と
を
聞
く
（
１
）

頼
ま
れ
て
頚
は
い
や
で
も
や
る
（
１
）

言
わ
れ
た
率
を
す
る
（
１
）

た
の
ま
れ
た
こ
と
は
す
る
（
１
）

ｲ
ﾛ
ﾖ
ｮ
ﾆ
ﾘ
ﾛ
ま
れ
た
こ
と
は
で
き
る
ロ
ョ
リ
ス
ム
ー
ズ
に
や
る
（
１
）

頼
ま
れ
た
ら
断
ら
な
い
（
１
）

$
､
ま
れ
た
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
Z
f
函
を
し
て
や
り
と
げ
る
（
１
）

家
族
か
ら
の
頼
み
は
で
き
る
だ
け
す
る
(
1
)

妃
述
内
容

の
分
類

輝鮨

篭l
Ii
i露
霄

子
ど
も
の
a
函
爲
の
:
団
丞

子
ど
も
の
壌
韓
の
配
述

身
の
回
り
の
整
理
（
１
）

￣
●
￣
－
－
－
－
－
－
－

部
屋
が
き
れ
い
（
２
）

部
屋
を
き
れ
い
に
す
る
（
２
）

身
の
回
り
を
き
れ
い
に
す
る
（
１
）

い
ろ
ん
な
所
を
き
れ
い
に
す
る
（
１
）

手
伝
い
を
し
た
り
､
掃
除
を
し
た
り
し
て
部
屋
を
き
れ
い

に
し
て
す
っ
き
り
す
る
（
１
）

－
－
－
－
￣
－
－
－
－
￣
￣
－
－
-
-
-
-
-

家
の
中
力
《
ち
ら
か
っ
て
い
な
い
（
1
）

も
の
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
（
１
）

部
屋
の
後
片
付
け
（
１
）

後
片
付
け
を
き
ち
ん
と
す
る
（
１
）

片
付
け
（
1
）

も
の
の
片
付
け
（
１
）

そ
う
じ
ゃ
か
た
づ
け
（
１
）

清
潔
（
１
）

|麗
鶉(
訂劉
(7
)

お
手
｛
乱
､
を
楽
し
く
す
る
（
１
）

手
風
､
を
し
た
り
､
掃
除
を
し
た
り
し
て
部
屋
を
き
れ
い

に
し
て
す
っ
き
り
す
る
（
１
）

家
族
が
忙
ｕ
,
､
と
き
は
手
伝
う
(
1
)
・

困
っ
て
い
た
ら
賭
し
た
り
､
手
伝
う
（
１
）

お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
（
１
）

せ
ん
た
く
物
を
た
た
む
の
を
手
伝
う
（
１
）

気
付
い
た
こ
と
を
す
る
(
で
き
る
こ
と
）
（
１
）

自
分
が
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に
す
る
（
１
）

お
互
い
の
気
持
ち
を
分
か
る
こ
と
（
１
）

疲
れ
た
と
き
は
ﾘ
ﾗ
ｯ
ｸ
ｽ
さ
せ
る
（
１
）

脇
り
合
っ
た
り
､
思
い
や
り
を
も
っ
た
行
動
を
す
る
（
１
）

ゆ
ず
り
あ
う
（
１
）

朝
起
こ
さ
な
い
（
１
）

家
族
の
こ
と
を
考
え
る
(
1
)

家
M
§
み
ん
な
で
:
冒
す
時
n
l
l
を
と
る
（
１
）

家
族
の
会
8
舌
が
多
い
こ
と
（
１
）

あ
り
が
と
う
や
あ
い
さ
つ
が
ポ
イ
ン
ト
（
１
）

ち
ゃ
ん
と
:
舌
を
､
､
き
言
う
こ
と
を
聞
く
（
１
）

楽
し
い
こ
と
を
賭
す
（
１
）

鋼
二
言
わ
れ
た
こ
と
は
早
く
す
る
（
１
）

言
わ
れ
た
こ
と
に
文
句
を
言
わ
な
い
（
１
）

お
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
絶
対
に
聞
く
（
１
）

言
う
こ
と
を
聞
く
（
１
）

個
別
亜
視
（
１
）

他
の
人
に
深
入
り
し
な
い
（
１
）

け
ん
か
Ｕ
ｔ
Ｆ
ｌ
,
、
（
２
）

け
ん
か
や
わ
る
い
こ
と
を
Ｕ
ぱ
い
（
１
）

Ｄ
Ｃ
￣
●
Ｃ
Ｃ
Ｃ
￣
の
●
－
－
－
－
口
－
－
Ｃ
Ｄ
－
－
－
Ｃ
－
－
－
－
－
－

お
と
う
と
と
な
か
よ
く
す
る
（
１
）

Ｐ
Ｃ
●
●
￣
￣
｡
￣
中
一
一
一
一
一
一
。
－
－
－
口
￣

け
ん
か
や
わ
る
い
こ
と
を
Ｕ
ｔ
ｆ
い
（
１
）

怒
ら
せ
な
い
(
よ
う
に
す
る
）
（
２
）

悪
い
こ
と
の
き
っ
か
け
を
作
ら
な
い
（
１
）

営
葉
遣
い

部
屋
が
き

れ
い

手
伝
い

睦活

賭
す

謡
｜

づき
’

で
き
る
こ
と

ば
す
る

手
｛
乱
､

片
付
け
･
ち

ら
か
っ
て
い

な
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

(
思
い
や
り

を
持
っ
た
行

動
）

率“鯛匝尭
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ご
飯
が
お
い
し
い
(
こ
と
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（
３
）

お
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し
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ご
飯
を
食
ぺ
る
（
２
）
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Ｃ
Ｃ
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－
－
－
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￣
￣
－
－
￣
￣
￣
-
-
-
-
-
-
￣

楽
し
く
ご
飯
を
た
べ
る
（
１
）

藷轆飢

相
手
に
従

う

ご
飯
の
お
か
わ
り
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
（
１
）

ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
（
１
）

食
べ
物
を
の
こ
2
宛
し
、
（
１
）

一
緒
に
食
取
を
す
る
（
１
）

で
き
る
だ
け
み
ん
な
と
ご
塵
を
食
べ
て
は
な
し
合
う
（
１
）

会
話

首
わ
れ
る

前
に
行
う

率“恥

相
手
に
従
う

土
日
は
皿
洗
い
（
１
）

け
ん
か
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
(
1
)

お
兄
ち
ゃ
ん
と
け
ん
か
を
し
な
い
（
１
）

こ
ま
ら
せ
な
い
（
１
）

I
掃
除
（
７
）

頼
ま
れ
な
く
て
も
掃
除
を
す
る
（
１
）

掃
除
を
き
ち
ん
と
す
る
（
１
）

片
付
け
（
１
）

轄
理
塾
績
で
片
付
I
ﾅ
を
す
る
（
１
）

げ
ん
か
を

し
な
い

土
日
は
洗
濯
（
１
）

せ
ん
た
く
物
を
た
た
む
の
を
手
伝
う
（
１
）

プ
ラ
イ
バ
包
一

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
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思
い
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っ
た
行

動
）

冬
衷
床
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あ
っ
た
か
く
､
夏
涼
ｕ
,
、
（
１
）

え
が
お
で
い
る
(
こ
と
）
（
２
）

細
か
い
こ
と
を
気
に
し
な
い
こ
と
（
１
）

早
寝
早
起
き
（
１
）

行
儀
よ
く
す
る
こ
と
（
１
）

自
分
の
も
の
は
自
分
で
f
蕊
壁
す
る
（
１
）

か
く
し
ご
と
を
し
な
い
（
１
）

弟
の
世
8
舌
を
す
る
（
１
）

け
ん
か
を

し
な
い

仲
よ
く
す
る

I
例
除

片
仲
ﾅ
･
ち
ら

か
っ
て
い
な
し
、

整
理
･
整
頓

悪
い
こ
と
を

し
な
い

轄
琿
鯵
趨
で
片
付
け
を
す
る
（
１
）

笑
顔
（
４
）

笑
顔
を
心
が
け
る
（
２
）

み
ん
な
で
早
起
き
す
る
（
１
）

先
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
（
１
）

す
る
こ
と
を
き
ち
っ
と
や
る
（
１
）

屑
が
こ
っ
て
い
た
ら
.
も
ん
で
あ
げ
る
(
1
)

元
気
よ
〈
（
１
）

文
句
を
あ
ま
り
宮
わ
な
い
（
１
）

'
[
渇
己
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
な
い
（
１
）

ほ
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
こ
と
を
や
る
（
１
）

い
つ
も
は
で
き
な
い
こ
と
を
す
る
（
１
）

1
1
M
重
的
に
や
る
（
１
）

感
謝
す
る
（
１
）

か
く
し
ご
と
を
し
な
い
（
１
）

笑
顔

二|
鑿\

生
活
時
間

そ
の
他

1
０

そ
の

他

１
８

甦活妬

挨
拶

そ
の
他

ム
リ
な
と
き
は
謝
る
（
１
）

悪
い
こ
と
を
し
た
ら
あ
や
ま
る
（
１
）

で
き
な
か
っ
た
ら
あ
や
ま
る
（
１
）

や
っ
て
く
れ
た
ら
お
礼
を
言
う
（
１
）

●
丁
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分）に熊本大学教育学部附属小学校第５学年３組

(40名）で行った授業者は森田阿沙美である．

以下，実地授業の前と後に行った授業アンケートの

分析結果を述べる．

また，「相手の意見を聞く」などの記述は，実地授

業前は４であったが，実地授業後は１３に増えた．そし

て，「相手がどう思うか考えてしやぺる」「相手の気持

ちを考えて言葉を言ったり行動する」など，「家族の

立場にたって言動をする」という記述については，授

業実践前の６から１６に増えた．

今回の実地授業では，「母・父・私が忙しい休日。

手伝いを頼まれたとき」の場面を設定し「家族が気

持ちよく過ごすために私の言動を工夫する」授業を

行った．子どもたちの意見として，「家族に不快を与

えない断り方を考える」「忙しくても家族のために手

伝う」「断るときも，家族の頼みを聞く時も，大切な

ことは家族の立場にたった言動をすることだ」などの

意見が出たこれらの意見をもとに「お父さん・お

母さんも忙しい私も忙しいときにどうしたらみん

なが気持ちよく過ごせるだろう？」と発問をしたとこ

ろ「お母さんたちが何時に帰るか聞いて，手伝いをす

る計画を立てる」など，生活時間の見直しにつながる

発言もみられた．ざまざまな子どもたちの意見を授業

の中で出し合うことができたが，授業者が求める「家

族の立場にたって言動をする」という認識にもう－歩

踏み込むためには，児童からさまざまな意見を聞いた

後のまとめ方を工夫する必要があったと感じている．

(3)「よりよい家族関係を築くために，自分がどのよ

うな言動をすればよいかわかる」（生活に関する科学

的認識）に関する概念の変化について

「よりよい家族関係を築くために自分がどのよう

な言動をすればよいのかわかる」という生活の科学

的認識（事実認識）が実地授業の前と後でどのように

変化するのかを調べるため，「家族が気持ちよく過ご

すことが出来るためのポイントは何だと思いますか？

また，家族が気持ちよく過ごすためにあなたにできる

ことは何ですか？」という質問に実地授業の前と後

に回答してもらった表Zに授業前と後の記述内容を

まとめた．

まず，授業前の記述内容については家族関係に関

する記述が４１，ついで，住生活に関する記述が36,

食生活に関する記述が12．衣生活に関する記述が２，

｢えがおでいること」などのその他を含めると総計

101の記述があった住生活に関する記述が多かった

理由として，実地授業を行ったクラスで，実地授業前

に住生活に関する学習を行っていたためと考えられ

る．家族関係に関する記述の中では,「手伝い」に関

する記述が１４と最も多く，「会話をする」という記述

が５．「相手の意見を聞く」という記述が４，「プライ

バシーが守られている」という記述が２であった

本題材・の目標の「よりよい家族関係を築くために家

族の立場に立って言動をする」という点に関して，授

業前の記述としては，「お互いの気持ちをわかること」

｢譲りあったい思いやりを持った行動をすること」

などの「家族の立場にたった」記述が６見られた．

一方，実地授業後のアンケートでは，「家族が気持

ちよく過ごすことが出来るためのポイントは何だと思

いますか？」という質問に対して，家族関係に関する

記述は８６，ついで住生活に関する記述１２であった．

｢することをきちっとやる」などのその他の記述１８を

含めると，総計１１６の記述があった

実地授業の前と後で，家族関係に関する具体的な記

述内容の変化をみると，まず，家族関係に関する記述

が８６と増えたとくに「挨拶」に関する記述は，授

業実践前ではｌであったが授業後では１３に増えてい

た．その他の記述では，「笑顔」という記述数が授

業実践前と後で２から６と増えていたこれは，今回

の授業実践ではロールプレイを行い，自分の言葉や表

情でどのような気持ちになるのか考える学習活動を

行ったためではないかと考える．

(4)「よりよい家族関係を築くために適切な関わり方

ができる」（生活の技能）について

授業後のアンケートでは，「家族関係を築くために

適切な関わり方ができる」ための生活の技能に関する

概念形成の状況を検討するために，弟が本をすでに読

み終わり，私はまだ読んでいる途中に「お兄ちゃん，

もう読み終わったんだけど，かえてくれない？」と頼

まれたときの私の言動と，そのような対応をした理由

をあわせて記述してもらった記述内容は表３の通り

である．

まず，全体を見ると，「断る｣27,「｢いいよ」とすぐ

にかす」９であった．ざらに「断る」という断り方を

詳しくみると，「ごめんけど，読み終わってからでい

い？何かしておいて」など自分がまだ読んでいるか

ら，読み終わった後に貸すことを伝えるなど工夫し

た断り方とみられる記述が，「断る」２７のうち２５でみ

られた．このことは，本実地授業で，「家族の立場に

立って言動をする」ということが意識づけられた結果

と考える．そのような言動をとった理由としては

｢相手の気持ちを考え，強い口調で言わない」など家

族の立場に立って言動を考えたという記述がｌ５みら

れた．

(5)「家族のよきに気づく」（生活の価値認識）の変化
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表3．生活場面における言動とその理由の記述内容

篭生活場面における言動に関する記述内容 その理由に関する記述

いいよ

いいよ

しようがないからかす

いいよ｡またあとで銃ませてね

ＯＫ

うんいいよ・

うん｡いいよ

この間お兄ちゃんがそうしてくれてうれしかったから

自分のために弟がいやなおもいをするのはいやでから

弟がかわいそうだから

弟が退屈しそうだし､また銃めぱいいことだから

後でまた髄めぱいいことだから

かわいそうだし､また後で航めぱいいから

かわいそうだから

弟に嫌な思いをさせたくないし､弟が読み終わってからま

た銃めるから

相手はもう読み終わって､することがないわけだから､ゆ

ずる

す
ぐ
に
か
す

いいよ

いいけど､まだ読んでいる途中だから､そこにしおりをは

さんでおいてね。

ちょっと待って､まだ銃み終わってないんだ

あっ｡ごめん｡今脇んでいるから､先にこの木賊んだら？

まだよんでいるから､おわってからでいい？

少し待って

ごめんけど､醜み終わってからでいい？何かしておいて。

まってもうすぐ航み終わるから

読み終わったらいいよ

よんでからね

自分が銃み終わっていないから

自分も銃みたいから他の本をすすめて終わったらかす。

弟はかえしてほしいけど､わたしは読んでいるから合わせた意見

もう少しよみたい

家族には悪いけど､続きを見たくてしょうがないから

自分も読みたいから

自分はまだ碗み終わってないし､かえたら続きが醜めなくなるから

まだ読み終えてしまっていないから

かしたら本の内容が分からなくなってしまうからわざとお

もしろいところを言う

まだ銃み終えてしまっていないから自分も本を読んでいるから

ごめんねと謝ると弟もわかってくれると思う

自分の本なので､またいつでも読めるから

かさないのはかわいそうだけどこの本は銃み終わってないから

相手の気持ちを考える｡強いロ調で言わない

弟も読みたがっているし、自分も弟のをよみたいから

まだ読んでる途中なのにかしてしまったら､最後の内容

がわからないから。

自分が銃むのも学習の1つとして大切だと思うから､終わ

ったらかえてあげるから。

髄んだ後にしてくれる？いまおもしろいところだから

あと少しでよみ終わるからもう少しまってて

あつ･もう少し待っててくれる？ごめんね。

わかった｡じゃあきりのいいところでかすね。

この本はまだ醜み終わってないから､他の本をかしてあげるね。

ちょっとまって､私まだ銃み終わってないから。

もう少しで読み終わるからまだ待ってて

うん｡わかった１でもまだ読み終わってないから銃み終

わったらかすね

ちょっとまってて､もうちょっとでおわるから｡終わったらか

えてあげるね。

うん｡わかった１でもまだ読み終わってないから読み終

わったらかすね｡わかった。

断
る
催
で
か
す
１

ずっと待っててもらうわけにはいかないから。

ちょっと待ってだけだったら､早くしてよとかいいはじめ

て､醜めなくなってしまうと思ったから

脆み終わるまでに待っててもらうのはかわいそうだから

自分もまだ読み終えてないからやさしい言い方で､少し待

っててもらう

強く言うと相手が傷つくから

髄んでいる途中で終わると脂の流れが分からなくなるから

きりのいいところまでよめ、しおりを外さなければいいことだから

家族のことも大切だけど自分のことも大切だから少し弟

に待っててもらって、自分も少し努力する

ちょっとまってて｡あと少しで読み終わるから

もう少しで談み終わるから､少しだけ違う本を銃んでて

ちょっと待っててくれる？ちょっと待っててくれたらうれしい

いなあ。

ごめん｡まだ銃み終わってないからぼんだなからとってきて。

いいよ｡でもちょっと待ってね｡今本銃んでいるから

あお１０分待ってくれない？しおり外さないでね

ごめん！あと少しだけ待っててくれない？早く読むから

断おまえばかか？おれ､今読んでるだる・

るやつだね～

何回も言ってくるから

よんでる途中だから
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表４家族に対する評価（授業前・授業後）

評価項目 とてもそう思うまあまあそう思うあまりそう思わない全くそう思わない

授業前(人数）

（割合）

授業後(人数）

（割合）

22

61.1％

22

61.1％

10

27.8％

11

30.6％

4

11.1％

３

８．３％

０
％
０
％

０
０

家族はあたた

かい感じがす

る

授業前(人数）

（割合）

授業後(人数）

（割合）

19

52.8％

16

44.4％

12

33.3％

14

38.9％

４
％
４
％
１

１
●

１
１

１
１

家庭の中では

家族が自由に

意見を言える

2.8％

2

5.6％

授業前(人数）

（割合）

授業後(人数）

（割合）

11

30.6％

12

33.3％

１５

４１７％

17

47.2％

7

19.4％

5

13.9％

2

5.6％

2

5.6％

家族に何でも

相談できる

授業前(人数）

（割合）

授業後(人数）

（割合）

6

16.7％

5

13.9％

2

5.6％

1

2.8％

１５

41.7％

14

38.9％

13

36.1％

16

44.4％

家族と励まし合

うことができる

授業前(人数）

（割合）

授業後(人数）

（割合）

1

2.8％

19

52.8％

12

33.3％

3

8.3％

３

８３％

13

36.1％

20

55.6％

家族に悪いこと

をしたとき謝る

ことができる
2.8％

授業前(人数）

（割合）

授業後(人数）

（割合）

1

2.8％

1

2.8％

7

19.4％

8

22.2％

２７

７５０％

26

72.2％

家族にありがと

うと言うことが

できる

2.8％

1

2.8％

授業前(人数）

（割合）

授業後(人数）

（割合）

3

8.3％

１

３０％

5

13.9％

３

８０％

１８

５０．０％

１６

４４．０％

10

27.8％

１５

４２０％

家族のいいとこ

ろをほめること

ができる

一方，「とてもそう思う」と答えた割合が低かった

のは，「家族に何でも相談できる」３３３％，「家族と励

まし合うことができる」38.9％であった

これらの家族に関する価値認識（7項目）の記述結

果を実地授業の前と後で比較したが，両者間に統計的

な有意差はみられなかった．

について

実地授業の前と後で，「家族のよきに気づく」とい

う家族に関する価値認識がどのように変化したのか，

家族に関する価値認識を示した７項目を設定し実地

授業の前と後でアンケートの記載内容を比較検討した

その結果は表４の通りである．

実地授業前のアンケートでは，家族に関する価値認

識７項目のうち，「とてもそう思う」と答えた割合が

最も高かったのは「家族にありがとうと言うことが

できる」７５．０％，ついで「家族はあたたかい感じがす

る」61.1％だった

一方，「とてもそう思う」と答えた割合が低かった

のは，「家族に何でも相談できる」で30.6％，「家族に

悪いことをした時謝ることができる」３６１％だった．

実地授業後のアンケートでは，家族に関する価値認

識７項目のうち，「とてもそう思う」と答えた割合が

最も高かったのは，実地授業前と同様に「家族にあ

りがとうと言うことができる」72.2％，ついで「家族

はあたたかい感じがする」61.1％であった．

(6)実地授業をふり返って

実地授業をふり返ると，「よりよい家族関係を築く

ために，自分がどのような言動をすればよいかわか

る」（生活に関する科学的認識）に関する概念の変化

に関連して，児童からいろいろな意見が出たあとのま

とめ方を工夫する必要があったと考える．

また，実地授業を行った時間はわずか1時間で，家

族に関する価値認識について考えを深めるには十分な

時間ではなかった児童から意見が出された後，もう

－歩踏み込み，家族の生活や思いを振り返る活動を取

り入れることで，「家族のよさに気づく」という家族

に関する価値認識に変化を与えたのではないかと考え



家族コミュニケーションの授業実践 ９

る． ミユニケーシヨンを実現するためのライフスキルが，

実際の家族との生活場面の中で生かされることを期待

したい．

さいごに本研究に協力いただきました熊本大学教

育学部附属小学校第５学年３組（平成20年当時）の児

童の皆ざんに感謝申し上げます．

４．まとめ

本研究では，家族とのよりよいコミュニケーション

を促進するために生活技能，生活の科学的認識（事

実認識)，生活の価値認識の３つの観点から，生活問

題解決スキルとしてのライフスキルの習得を目指す題

材「自分と家族の関係を考えよう」を開発した．本題

材の実地授業を行った結果は次の通りである．

①「よりよい家族関係を築くために，自分がどのよ

うな言動をすればよいかわかる」という生活に関する

科学的認識については，実地授業の前より「家族関

係」に関する記述が増え，「よりよい家族関係を築く

ために家族の立場に立って言動をする」という記述も

授業後に増加した

②「よりよい家族関係を築くために適切な関わり方

ができる」という生活の技能に関する理解については，

授業アンケートで設定した生活場面において，「より

よい」家族関係を築くために家族の立場に立って言動

をする」ことを意識した記述がみられた．

③「家族のよさに気づく」という生活の価値認識に

関する質問（7項目）を授業前と後で比較したところ，

両者間に有意差はみられなかった

以上のことから，１時間の実地授業ではあったが，

｢よりよい家族関係を築くために家族の立場に立っ

て言動をする」という生活に関する科学的認識を高め，

｢家族関係を築くために適切な関わり方ができる」と

いう生活技能に関わるライフスキルの理解については，

ある程度高められたと考える．

今後の課題として，①小学校家庭科において，家族

と良好なコミュニケーションを行うためのライフスキ

ルを高めるための題材の開発を引き続き行うとともに

②中学校・高校の家庭科においても，生徒の発達段階

や実態を踏まえた家族とのコミュニケーションに関す

る題材の検討を行っていきたいと考える．

本題材において習得をめざした家族とのよりよい．
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l）本研究と同様の小学校家庭科におけるコミュニケーショ

ンスキルの育成を目指した授業実践として次の報告が

ある．

鳥井葉子・宮本美姫（2005）家庭内におけるコミュニ

ケーション能力の育成をめざした小学校家庭科の授業実

践，鳴門教育大学学校教育研究紀要，20129-138

2）森田阿沙美（2009）家庭科におけるコミュニケーション

スキル育成に関する研究，熊本大学大学院教育学研究科

平成20年度修士論文，21-l44

なお，本調査に先立ち，同様の目的にて行われた調査報

告として，おもなものを挙げると以下の通り．（発表順）

大町淑子（１９７９～1983）家族内の団らんを中心とした家

族の同一生活行動の考察（第１報～第４報)，千葉大学教

育学部研究紀要,28241-267;29,153-185;30,233-242;３２，
１２１－１５３

新垣都代子・花城梨枝子（1988）子どもの生活と親子の

対応，日本家庭科教育学会，３１，２３－３８

中間美砂子・桑原敏子（1993）親子間のコミュニケー

ションと親和関係，日本家庭科教育学会誌，３６１－２４

＿上野顕子・鈴木敏子（1994）中学生の親子のコミュニ

ケーションの実態と背景，横浜国立大学教育紀要８４９５－

１０６

３）中間美砂子（2002）生活問題解決とライフスキル，４３（内

藤道子・中間美砂子・金子佳代子・高木直・田中勝

（2002）生活を創るライフスキル：生活経営論，東京：建

吊社）

4）八幡（谷口）彩子・恒松真穂子（2009）家庭科における

概念の形成，熊本大学教育実践研究，26,25-32

5）文部科学省（2008）小学校学習指導要領。東京：東京書

籍

6）文部科学省（2008）中学校学習指導要領，東京：東京書

籍
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